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漉 方 学 会 欄

第五回蘭束地方学会演読要旨(幾 繋斜鞭脚)

某銀行集團検診成績について

慶大医学部内科学教室

佐野 忠正'堀 内 光
メ

、森 安 茂樹 一野 口 静 堆

み

某 銀 行 員 男1147名 女947名 計d2094名 に つ き

本 年4月 下 旬 よ り6月 上 旬 に亙 砂集 團槍 診 を行 ひ

次 の 成 績 を得 た 、 但 し女 は25歳 以 下 が 大 部分 を

占 め る｡

1・ ツ反 鷹 陽 性率71%、 男84.7%、 女68.9%、

疑 陽 性率10・9%、 男10・1%、 女11・9%、 陰 性率

18・t%、 男5・1%、 女 ・19.3%o

昨 年 秋 の ツ反 慮 と比 較 し 、陽 韓 率 男3.0%、 女

7・0%、 内BCG接 腫 者 を約1/5含 む、 陰 韓 率

ね 男2・8%、 女4・9%、 内BCG接 種 者 は約1/3

「あ り、陰 性 及1疑陽 性者 中157名 につ き1000× ツ

反 慮 を実 施 し、依然 陰 性 の もの は20名 、疑 陽 性

の もの は10名 、 で あつ た｡陰 性 及疑 陽 性 中13

名 が結 核 性 疾 患 の 既 往症 を有 したが 、1例 を除 き

1000× ツ反鷹 で は陽 性 を示 した｡

② 血 沈 値 は、 ツ反 鷹 陽 性の もの に速 進 す る も

の多 く、… 時 開 値30以 上 の もの陽 車專者 に最 も多

く、結 核 性疾 患 の 既 往 を有 す る者 と一 般 陽 性 者 の

間 に は大 差 を認 め な い｡

3・ 胸 膜 炎 既 往症 を有 す る者169名 、 全 員 の

8・1%、 罹 患 側 は右 ・左 ・両 側 の順 、漏 性 が 乾 性 よ

り多 く、 発 病 年 令 は11～20歳 が 最 多で47.2%

を 占む 、 発病 当時 セ)自覚 症 歌 は発 熱 ・盗 汗 ・全 身

倦 怠 ・背 痛｡胸 痛 ・肩 凝｡頭 繕｡咳 漱｡喀 疲 の順

ツ反 慮 陰 性 者2・5%に 認 む｡

4・ 結 核 性肺 疾 患 を有 す る者217名 、 約10%

でY肺 浸 潤 が最 多 で牛 数 を占 め る、 発病 年 齢 は21

～30歳 が最 も多V・、 シ反慮 陰 性者23例16%に

認 む｡

5・ レ線 所 箆 は直 接撮Ssy2S?「 名ヰ 旧 軍 事 保 護 院

嚇

分 類 で照68、Nll53、 皿42、V81、171列

6・ 喀淡 検 査 は92例 中7鰯 に陽 性

7・ 槍 診 の結 果 、要 休養 者33例(1・1%)監 親

を要 して勤 務 す る もの δ5例 〈2・6%〉で あつ た｡

一時的アネル串一・に於けるツベル

ク リン遅発反慮の一例

千葉大学医学部石川内科

北條 龍彦 関｡秀 一

ツベルク リン遅発反鷹に就ては既にビルケーの

記載がある｡最 近北本氏等 も之に就て述べその際

チフス患者に於ける一時的アネ腕 ギーで遅発反慮

の2例 を見たと報告している｡

私 も最近 ツ反鷹の禺現様相の追究中偶然肺結核

に罹患中自然氣胸を併発その後化膿性膿胸 を合併・

一時的 アネルギーに陥つた患者の解熱後現れた遅

発反慮の一例 を経験 し同時にBCG接 種局 所 反

鷹 も観察 し比較的詳細にその発生機序を把握出來

たので報告する｡

主 としてツ反慮の経過に就て述べる6症 例に21

歳の女子でツ反慮は昭和19年 陰性20年 陽性、

23年1・ 月 ・2日 当 鱗 來 で は 濃12同 年f-・2月

4日 入院｡入 院時高熱あり6日 よ夢ぺご シリン療

法 を開始した処8日 には中等度の熱となIJgHに

は微熱程度に鰭熱爾後全身歌態 も好韓 した｡6日

(即 ち有熱時)2000倍 ツ液 を注射したが48時 閤

辛 で醗 購 睨 ら繊 かった｡9日(印 塀
勲 後2日 目)に2000倍1000倍500倍100倍 一'm

ツ液 を同時 に注 射 した｡2000倍 で は24時 閥迄 臓

軽 度 の 発 赤 が見 られ たが36時 闇48時 聞 に は 些
0k

にTで あ つ た｡処 が3日 目 よ り発赤 が 再現 漸次

硬結 も角蜘 し始 め6日 目卿 ち15日)に は 一9invYmu

とゴ曾強 反磨 は最 大 とな つ た｡1000倍500倍100

倍 で は48時 間 に 於 て 濃 廣 に懸 じた軽 鹿の 発 赤が
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見 られたが硬結 を触れない微弱な反慮である｡之

等に於て も漸次発赤の」曾大と共に硬結 も著明に触ve

れ る様にな り5日 日頃(印 ち14日 頃)反 慮は最

大に達 した｡11日2000倍 ツ液と共 にBCG

OO2・o.04m9を 分劃注射 したが ツ反慮は既に481時

闇で3論 の発赫 噛 囎 程4朋 卿 ち15日)

に1輪 とな撮 入燵 した海 ち遅発反磨は2

日回復 した こ とに な 砂反鷹 最 強 時 は 共 に15日 で

あ る｡BCG局 所 反 慮 は7日 目(帥 ち18日)に

膿 萢 のlIS現 を見 た"然 して12月22日 に は2000

倍で搬13の 梢 蜘 購 であり醗 反慮は全然

認められないので若 し13日 にツ反慮 を施行 した

ならぱ48時 聞催鐸ち15日)に は既に遅発反慮は

認められ なかつたと推定されるe從 つて15日 以

後に於ては48時 聞 を最強とする正常反慮であ り

唯その彊度が増大して行つた と推定され る｡BCG

の膿萢禺現 も ユ5日 より3日 目でその発現理由は

理解される◇爾後のツ反慮に於ては遅発反慮は見

られなかつた｡

將來之等一時的アネルギーの外特異的一時的 ア
・ネノレギー蹴 そも遅発反慮の発生機序 を追究する

予 定 で あ る｡

喀寝中結核菌の検索,殊 に培養

に就ての統計的魏察 、

結核予防会結後研究所く所長 隈部英雄)

小川 辰次 佐 波 薫

鈴木 つき 木村 みや
璽

我々は昭和21年11月 か ら昭和24年5月 迄

の間に5449件 の喀疾中の結核菌 を検索 したので

此処に報告する¢方法は最初染色して槍鏡 し、菌

の陰性のものにつき培養 をやつた｡培 養は最初は

硫酸法で行つたが後では我々の定景培養法を行つ

た¢其の結果、

1)入 所者の陽性率は塗抹、培養 を合 して54.2

%で あb、 外來者のものは363%で あつた｡又

塗抹染色凛本の検査で陰性のものを培養すると其

の1/3に 陽性成績 を得た｡

2)聚 落数の多いものは、発育する迄の期間が

短いし、聚落数の少いものは発育する迄の期間の

長び くものが多かつた｡

3)喀 湊の性朕は膿様であるもの程、陽性率 も

高 く、又聚落数 も多いものが多いが、次漿液性の も

のでも陽性に出るものが可なり多い｡'

4)雑 菌は外來のものでは11、4%、入所は63%

の侵入率であつて、外來者のものは入所者の約2

.倍である｡叉 雑菌の侵入は季節 に よつ て影響 さ

れ、7月 ・8月 に於て最 も多い｡そ して培 養 後

1～2週 問の中に発育す る竜 の が過孚数であつ

た｡

結核患巻に於ける結核菌に謝す

る喰菌率に就て

北里研究所 桑 厚 忠 実

余は30数 年束種 々なる免疫療法 を 試 み たる

も、特に喰菌細胞に因る結核菌に対する作用に研

究 を進めた｡そ して喰菌率の高まる程、その結核

患者の治癒 を促 し、又健康体に対しても、発病防

止を向上させる作用のあることを知 ゆ得た｡そ し

て免疫力に対する測定の規準も、,多少不備ではあ

るが喰菌力に重 きをおく方が合理的であると考え

てている｡

人体及動物において結核菌に対する喰菌力を比

較するに、健康人体は約10%、 健康動物に対 して

は、毛ルモツ ト、家兎、犬な0～2%猫30～40

%で ある｡猫 に対しては人型結核菌では多量に依

つても感染せざるも、牛型結核菌を用 うれば極微

量で感染させうる｡こ れは同菌に対 して猫が喰菌

力強き爲と思はれ る◎

この喰菌力を人体に於て高める数種の冤疫元を

研究 したが、「ワクナマル」死菌冤疫元は結核菌に

対 して最も喰菌力を高め、雨 も長年月にわたつて

これが継続され ることを実験 した｡

余等 の行える氣胸滲出液結核菌

培養の一新法 に就て(囎 酸法)

國立健康保瞼千葉療養所(所長久貝貞治)

北沢 幸夫 神山 英 明

片山 康雄

從來肋膜炎滲出液氣胸滲出液の結核離 喬養法に

於て、固型培地では前処置せすに蓮沈するか硫酸
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水で前処置するか(硫 酸法)、繊維素を析出せ しめ

てとれ を塗抹する事(繊 維素)が 行はれて居る｡

我 窒は氣胸滲田液の蛋白が等電点に於て沈澱する

事を利用して此の沈澱 と共に液中の結核菌を遠沈

し、沈渣をペ トラニヤー二培地に培養 し好成績 を

得た｡

当所に入所中の患者に人工氣胸 を行い、滲出液

の貯溜を見た5例 について、その液のpHを 比色

法に依b検 して7・2～80の 範囲にある事を知つ

た｡そ こで此の液中のグログ リンの等電点(pH5.4)

にする爲の酷酸の至適濃度、両液の量的関係及び

充分な遠沈効果 を得る廻韓條件 を3例 の滲出液に

ついて実験し次の成績 を得た｡

即ち3%酷 酸2ccを 滲出液8ccに 加えて1500

回5分 聞蓮沈すればよい事が分つた｡

威績:氣 胸滲出液20例 について酷酸法を行つ

た結果結核菌陽性例は16Bljで 陽牲率80%で あ

る｡但 し、陰性例 の多くは極小貯溜があ り、かろ

うじて穿刺可能であつたものである｡

本法が硫酸法に比 して早期に大量に結核菌が発

育 し、特 に液中の菌が少量の場合は陽性率が、良

奴である¢此の理由は蛋白が沈澱 し、液の比重が

小とな り遠沈の効果が上る事と蛋白の沈灘に結核

菌が附著して沈澱するもの と考えられ る｡

本法は操作が簡輩で短時聞に行い得、且つ肋膜

炎滲出液、腹水及び臓脊髄液 に用 い る事が出來

為｡な お以上の操作は無菌的に行えば雑菌の浸入

は殆んど見 られなV・｡

実 験 第 一:入 院 中 の結 核 患 者30名 、 健 康 者3

名 計33名 に つ き血 清 蛋 白 を測 定 した結 果 、そ の

成 績 は患 者 の 臨床 的 症}伏に よ り軽 症 よ り重 症 に な

る に從 つ て蛋 白質 各組 成 比 は健 康 者 に於 け る時 の

平 衡 関係 を失 い 、albumh}に 比 しglobulinが 蓮

に増 加 して來 た｡又giObulin中 の 主 な増 加 は

γ・910bulinで あ つ た｡

実 験 第 二:結 核 患者 の経 過 を追 つ て各 血 清 蛋 白

組 成 比 の変動 を測 定 中 に して現 在 迄 の結 果 を み る

と病 歌 が 軽快 して來 る と各 分 履 中albuminが 壇

加 し910bulinは 減 少 して來 るが特 に α一910bulin

が 少 くな り 伊910bulinが 」曾加 した 場倉 軽 快 の徴

が あ る如 く見 え る｡(詳 細 図 表)

実 験 第 三:小 学 見 童(11歳 ～12歳)中 冴ぺ を ク

リン反 鷹 ρ 陽 性者6名 、陰 性者4名 計10一 名 に つ

き血 清 蛋 白各分 麿 を測 定 した 結 果 両 者 閉 に は大 差

が なか つ た｡即 ち その 平 均%は

A1.
(globulin)

910bΨ:7「 β

陽賭5嬬452%1&4多;i2%

陰酪5&・i4216{・3

γ
騨

248%

23

結核患者に於ける血清蛋自質特

にアル ブミン,グ ロツリン比に

就て

化学療法研究所附属医院

橋本 敏雄 岡本,蓉 子

東大の吉川助教授等が、昭和23年10月 より

再度に亘 わ日本医事新報誌上に発表された血漿蛋

白質の臨床的定量法に從つて、血清を亜硫酸 ソー

ダ溶液にて塩析分離 した後蛋白質の ビウー レッ ト

反懸 を癒用して一血清蛋白組成比 を測定し、別に硫

酸銅法によ の血清比重 を求めてノモグラムにより

各分麿を定量 した｡

で あ ゆ特 に アーglo煙liR

た が之 を認 め る こ とが 出來 なか つ た｡

に次差があるものと期待 し

ス トレプ トマイシンめ二三試験

管内實験 と血中濃渡及び尿 中排

泄について

日本鋼管清瀬浴風院

中 村 善 紀

米國の好意によつて配給になつたストレプ トマ

イシンを患者に使用して、其血中濃度及び尿中排

泄 を検査 した｡其 基礎実験 として試験管内に於け

るス トマィンの性状 をしらべたので其成績 を報告

する｡

1.Stmyの 熱に対する影響

枯草菌PCI219株 を使用し、培地としては寒

天及びグイヨンによくつて稀釈法に從つて行つた.

80｡C5分10分30分60分 と作期させると30

分迄は余 り影響はなV・が、60分 になると作用が

一 一41__、
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低 下 す る｡100｡Cの 場合 は ㌻ 分で 既 に作 用 の低 下

が み られ る｡

2・ 各種 抗 酸 性菌 の感 受 性

枯 草 菌 の 完 全 発 育 阻 止 を1mg/ccと す る と大 腸

菌C16は107、 結 核 菌 陸F株(結 研 分與 株)O.257、

BCGO・57、 新 た に患 者 喀 湊 か ら分 離 した 菌 はO・5
ノ

～0.25γ で発 育 も陸F株 に比 し遅V・｡非 病 原性 抗

酸 挫 菌群 で はR型 はO.5～O.25r、S型 は5.0～2.5r

でR型 の 方 がStmyに 対 す る感 受性 が 高 い｡

3・ 稀 釈Stmyの 安 定度M

稀 釈Stmyを 氷 室2｡～10｡Cに 保 存す る と現

在 迄 の 検 査で は100日 迄 は安 定 して 力 債 は不 変 で

あ る｡

4.Stmyの 血 中 濃 度

方 法 と して は 、Stmyを 遜 減 稀 釈 に寒 天 及 び

Sauton培 地 に混 入 して枯 草 菌 と結 核菌 を夫 々使 用

して行 つ た｡StmyO.5&・ 筋 肉 内注 射 後1、2、3、

6、12時 聞 を測 定 した 所 、2時 聞 目に 最 高 濃 度 に

達 し以 後 逐次 低 下 して12懸 時 聞 後 に は殆 ど認 め ら

れ なか つ た｡平 均 値1時 間7.4r、2時 聞10.2γ

3時 間4.4γ6時 聞3、5r12時 聞2)'と なつ た｡

5・S伽yの 尿 中排 泄 、

注 射 後 探 尿 してStmyの 排 泄 を時 聞 毎 に み る

と、1時 堵1800～1000γ/cc2時1爵80、200γ311一 寺

間 ・40～10076艮 寺∫潟40～100rユ2時 借10～407

で 、 尿 中に 多 量 に排 泄 され る こ とが わか る◎ 又 こ

め 時 尿 のpHを 測 定 す る と、S伽 γ が 多量 に排 泄

・す る時 に は アル カ リ側 に移 動 す る｡余 の例 で は 腎

臓 結 核 憩,督の 尿 巾 にStmア が 多量 に 出 る にか 、わ

らす 尿 中 の結 核菌 及 び蛋 白 白 血球 赤血 球 は仲 々消

失 しな か つ た｡

バラア ミノサ リチル酸による結

核の治駿側 一〆

東大物療内科

川 上 保雄 佐々木智也 ノ

吾々は森永製藥製造のバラアミノサ リチル酸に

就て其の試験管内抗結核菌作胴を槍 し、又7例 の

結核患者に之 を試用 したので其 の 威 績 を報告す

る｡PASのNa塩 、遊離酸及塩酸塩に就て其の

試験管内人型結核菌発育阻止力を槍すると(使 用

培地川上孕流動塞天増地)培養5日 には何江も14C

万倍稀釈に於て完全阻止420万 倍にても伺相対阻

止力を示すが培養 日数赫延びるに從い遊離酸及塩

酸塩の阻止力は低下し、培養12日 に於てはNa塩O

阻止力は初めと変 りなN(が遊離酸は16万倍、塩酸

塩は6千 倍にて完全阻止を示すに過ぎない｡但 し

遊離酸、及塩酸塩 も重曹で中和 したものを用いる

とNa塩 と変 りない｡患 者から分離せ られた人型

結核薦4株 に対 しNa塩 の阻止力は夫々140万 倍

乃至200万 倍である｡(此 の内の1株 は ストレプ

トvイ シン抵抗株で90ア/Ccで 漸 く阻止されるも

のでM一る)・.N噛29を 柳 投與す るに其の血中

濃 度 最 高 値 は大 部 分1時 間 後 で1.6mg/dl乃 至

4.6mg/dlと な り、 概 ね4～5時 間 で0.1m9/d1以
ゆ ゐ ロ

下 とな る從 つ て血 中有 効 濃度 を維 持 す る に は 少 く

と も4時 聞 置 に29は 與 えね ば な らな い｡但 し4

時 聞 置 に持 続授 與 す る場 合 は概 ね 最 低 値.O・6m

9/dl以 上 で あ る｡尿 中排 泄 量は24時 間 中 にPAS

その まNの 形 で35～65%ア セチ ル化 され た もの

を合 せ る と70～80%で あ る｡19の 筋注 で は3

時 間 以 内 、艀 注 で は2時 闇 で 血 中 、じ瞼 出{.難 くな

る｡患 者 の大 蔀 分 に気 し下 熱 的 に ヨ 欲 を

増 し、 咳 、痩 の壁 を減 す る こ が 多 い｡汀 氏沈 、痩

中の薗数に対 しても好影響 を與える例あ り｡1例

の腸結核、1例 の喉頭結核に対 しては下痢 を停止

せしめ或は痛みを消失せ しめた(吸 入 もよい揚合

あり)、1例の腎結核に対 しては膀胱症状を著明に

趣快せしめた｡臓 膜炎には脊髄腔内に入れたが特

に効果は見 られなかつた(マ イシンの後療法とし

て)◎X線 写」眞には著変のないことが多い｡翻 作用

としては稀に軽度の悪心、軟便位で特別のことが

な)・｡

バラア ミノサ リチル酸の臨床使

用例
6

東大沖中内科

北 本 治 福原 徳光
タ ロ

PASり 結核菌の呼吸代謝及その乳酸睨水素酵

素に対する抑胴作用に関しては既に第24回 結核

病学会に於てその一部 を報告 したが、其の後、臨

網的に使用中であるので、一鷹、中聞的に報告す
藩
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る｡な お此の一部は学衛会議第7部 公開講演会及

び学研綜合研究の結核特別委員会に於て既に発表

したガ

.使 用した患者は主 として沖中内科入院中の患者
で・粟粒結核1例 、肺結核6例 、肺結核鍍腸結核

2例 ・肺結核鮫腹膜炎1例 、腎結核1例 、膿胸1｡

例、腹膜炎1例 、合計13例 で、その うち4例 に

ド・dlu搬塩 を使用 した｡・

使用量は、汐ト國文献を参考にし、叉、中毒症状

に注意しつつ、4乃 至6grよ の漸次増量 した揚

合 と・又・初めか ら12乃 至15grを 使用した場

合 とあるが、毎常、大鍛の重曹を配合 し大体に於

・て3回 に分 けて緑食後服用させた｡S◎d:um塩 に

な重菌を併用しなかつた｡

13例 中効果 ありと認められたものは、肺拮核4

嘉例 ・、肺結核嬢腸結核1例 、肺結核鍍腹膜炎1例 、

計6例 でその中Sodlum塩 を使用 したもの4例

である｡讐
も

PAS投 輿に依る最 も顯著な症 妖 の 変 化 は熱

で・有熱患者11例 中5例 は明に熱型の下降 を示

している｡

その次に自覚的 に咳徽や喀湊が減少じて來 るも

のが多い｡5例 に著明であった｡夜 め咳歎が少く

なつたとか、喀疫がさらさらしてきて、よく切れ

るようになつたという患者が多い｡

赤沈の好韓 を示 した ものは4例 であるが、非常

忙徐々で、変動性が多い様な感 を受ける｡

喀湊中菌の減少を見たものは1例 だ け で ある

bx.,他の1列に於て依使用期聞が短い爲に結果の判

定が困難であつた｡何 れにして も急激な菌の減少

は困難のようである6

中毒症厭は、未だ藥物の純度も問題になるが、

悪心、嘔吐、頭痛、胃痛がその主要なもので、患

者の敏感度、衰弱め程度も関係 し1日 量15grに

ても全然中毒症朕の現われないもの もあるし、4

乃至6gr・ でも早期に副作朋が現われて來るもの

もあつた｡

E・K.Ma・shallの 方法で測定しだ血中濃度曲
や

線は、吸牧が速で30分 で最高に達 し4乃 至5時

賜以内に速に排泄されることが特徴であるが患者

によつては30分 値よ りも1時 間値の方が筒V・値

の 場合 もあ つ た｡・
な ゆ

要之、禾だ病理解判学的槍査を行つたものもな

く、肺結核症に対する本質的な治癒 を認め得るか

否かは疑問であるが、欧米の文献にあるのと同様

な作用が見 られるようである、Sodium塩 の方が

普通PASよ り副作用が少 く使用に際して優れで

い る｡

肺門部空洞に封す る合成樹脂球 幽

充墳術の経験

國立療養所浩風園

森 山 成 一

私は最近2例 の肺門部室洞性結核に対 し肋膜外

合威膨脂球充填備 を試み良妬な成績 を得たので報

告する｡

第一例は右側肺門部に室洞を認め、第2例 は左

側肺門部と右肺上野に室洞を認めた症例であるが

肺門部察洞は2例 とも其の撮影條件及び剥離時の

所見等よb第1背 技領域に属する下葉後上部に存

在すると考えられるものであり、第2例 の右肺上

野室洞は水平技に属するものと考えられ る室洞で

ある｡・

・此等の症例に対 し該室洞を肺門部に求心性に圧

・迫する如 く懊欣剥離を試み大小樹脂球を適宜按配

充填 した｡、

第1例 は術後5ケ 月を経過 しているが徳直後よ

り喀疲消失、一般朕態は好韓 し起床時含歎水培養
粛

は陰性であるゼ

第2例 は左肺門部室洞に対 し同機なる方法で手

術 を試み40日 後fi肺上野に対 し同様なる術式 を

試みた◇第二次手術後街{・数 日の経過観察ではあ

るが強度の咳蝋並に喀褻は消失し目下良妊なる経

過をとゆつつある｡

嚇
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